
会  議  録 

 

１ 会議名 平成２４年度第７回宇都宮市上河内自治会議 

２ 開催日時 平成２５年２月１８日（月） 午後３時００分～午後３時３０分 

３ 開催場所 宇都宮市上河内地域自治センター大会議室 

４ 出席者 【委 員】 

太田正，束原勸，山口和子，赤羽博行，江連脩身，神山光男， 

川津昭夫，北見和弘，田口利男，手塚安則，星優美子，谷田部喜美江，

横塚境，君島恭子，櫻井清一，髙橋みどり，藤井直和 

【事務局】 

市民まちづくり部長，市民まちづくり部次長， 

地域自治制度担当副参事，自治振興課職員 

上河内地域自治センター所長，地域経営課長，地域づくり課長， 

保健福祉課長，産業土木課長，地域経営課職員 

５ 公開・非公開 公 開 

６ 傍聴者数 【傍聴者】なし 

【記 者】なし 

７ 会議経過 １ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

地域のまちづくりに関する施策の提案について 

・提案書（案）について 

４ 提案書の提出 

５ 閉 会 

 

１ 開 会 

平成２４年度第７回宇都宮市上河内自治会議開催 

２ あいさつ 

 太田会長よりあいさつ 

３ 議 事  地域のまちづくりに関する施策の提案について 

会 長 次第３の議事に入らせていただく。 

それでは，提案書（案）について事務局から説明願う。 

事務局 前回の会議結果を踏まえ，会長，副会長及び事務局で提案書（案）の修

正したところである。なお，提案書（案）については，事前に目を通して

いただいていると思うので，今回は大きな修正点についてのみ説明する。

まず１つ目に「表紙」について，修正前は羽黒山の山頂から見下ろした
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風景写真を載せていたが，秋の収穫後の写真ということもあり，本提案の

表紙には合っていないとの意見があったため，少し視点を変え，上河内の

提案ということが伝わるような写真であるとともに，本提案にある取り組

みにも関連するような写真を４枚ピックアップしたところである。 

２つ目に１４ページの「健康・福祉」の実行プランをご覧いただきたい。

方策１の修正前は「高齢者のボランティア活動の充実」となっていたが，

老人クラブ等の組織を強化し，更なる活動の充実を図ることが生きがいの

創出に繋がるという意見があったため，方策１を「高齢者の活動機会の充

実」とし，その方策に関わる取り組みとして①「老人クラブ等の強化によ

る生きがいづくり」と②「高齢者の社会参加の促進」の２つとした。 

以上が前回からの大きな修正点である。 

会 長 事務局から説明があった修正点を含め，全体を通して何か気付いた点や

質問等はないか。 

  全委員 意見・質問なし。 

会 長 それでは，ご確認いただいたということで，提案書の（案）を消してい

ただき，提案書を確定させていただくがよろしいか。 

全委員 異議なし。 

会 長 それでは，これをもって地域のまちづくりに関する施策について，宇都

宮市上河内自治会議からの提案とする。 

以上で，今回の議事は終了とさせていただく。 

４ 提案書の提出 

事務局 続いて次第４「提案書の提出」に入らせていただく。 

本来であれば，直接市長に提出する予定であったが，公務の都合により，

市民まちづくり部長へ提案書の提出をお願いする。 

会 長 宇都宮市地域自治会議条例第３条に定める「地域のまちづくりに関する

施策」について提案します。 

平成２５年２月１８日，宇都宮市上河内自治会議会長 太田 正 

部 長 （提案書の受領後，宇都宮市上河内自治会議へのお礼） 

事務局 なお，今回が平成２４年度最後の会議であることから，会長及び副会長

から，最後にお言葉をいただきたい。 

会 長 （会長としての２年間を振り返った感想） 

副会長 （副会長としての２年間を振り返った感想） 

５ 閉 会 

会 長 以上で，平成２４年度第７回宇都宮市上河内自治会議を終了する。 

 


